
１．外部人材育成，教育活動 

 平成28年度実施の保健所等への専門的・技術的研修を表１に，学生への教育活動を表２

に，県民への出前講座を表３に示した。 

 

表１ 保健所等への専門的・技術的研修 

研修会等の名称 対象 開催日 
参加 

人数 
担当部署等 

ゆうパックによる検体送付のため

の新規担当者研修会 

医療機関，保健

所担当者 

４月26日 

５月10日 

40 

28 

細菌部 

新規感染症担当者研修会 保健所職員 ５月18日 14 企画情報部 

細菌部 

ウイルス部 

新規採用養護教諭研修講座（感染症

の予防と管理） 

新規養護教諭 ６月10日 26 企画情報部 

食肉衛生検査所職員への技術研修

会 

食肉衛生検査所

担当者 

６月14日 

・15日 

２ 細菌部 

勉強会（ノロウイルス感染症の最新

の知見） 

保健所職員 ６月23日 45 外部講師 

10年経験者研修講座（養護教諭） 

（児童生徒の感染予防） 

10年経験者養護

教諭 

８月４日 19 企画情報部 

調査研究業績発表会・特別講演 保健所職員，他

県地方衛生研究

所職員 

３月17日 40 外部講師 

企画情報部 

細菌部 

ウイルス部 

理化学部 

ゆうパックによる検体送付のため

の更新者研修会 

医療機関，保健

所担当者 

３月27日 11 細菌部 

 

 

表２ 学生への教育活動

研修会等の名称 対象 開催日 
参加 

人数 
担当部署等 

社会医学実習 筑波大学４年 

筑波大学４年 

筑波大学５年 

筑波大学５年 

６月22日 

６月27日 

２月９日 

２月27日 

６ 

６ 

７ 

６ 

企画情報部 

細菌部 

ウイルス部 

理化学部 

生活衛生課インターンシップ 茨城大学３年 ９月７日 １ 

地域保健実習 独協医科大５年 10月30日 ３ 

茨城県庁インターンシップ 国際医療福祉 

大学５年 

12月19日 １ 
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表３ 県民への出前講座 

研修会等の名称 対象 開催日 
参加 

人数 
担当部署等 

感染症予防衛生隊講習会（感染症

対策用防護用具の脱着法（実演）） 

茨城県ペストコン

トロール協会員 

７月６日 65 ウイルス部 

食中毒と食品衛生について 

感染症対策について 

標準予防対策他について 

水戸市シルバー人

材センター 

７月19日 

 

30 

 

企画情報部 

細菌部 

ウイルス部 

集団生活の場におけるノロウイル

スやインフルエンザ等ウイルス感

染症に対する正しい知識と感染症

対策法について 

内原深敬寮 ９月28日 25 企画情報部 

ウイルス部 

ウイルス感染症やその対策につい

て 

核物質管理センタ

ー 

10月３日 70 ウイルス部 

保育施設等における感染症対策研

修会（茨城県の感染症流行状況，

保健施設等での集団発生状況） 

保育所，認定こど

も園，幼稚園等担

当者 

10月21日 142 企画情報部 

ノロウイルスを含む食中毒予防対

策について 

筑西食品衛生協会 10月27日 248 細菌部 

ウイルス部 

感染症予防と感染拡大予防対策に

ついて 

木犀会 11月29日 19 企画情報部 

ウイルス部 

ウイルス感染症とその予防法 水戸市三の丸小学

校 

12月19日 40 企画情報部 

ウイルス部 

家庭での感染症対策の基礎 守谷市社会福祉協

議会 

１月25日 19 企画情報部 

ウイルス部 

食中毒と食品衛生 

ノロウイルスによる食中毒につい

て 

日立商工会議所女

性会 

２月17日 25 細菌部 

ウイルス部 
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２．学会発表 

代表執筆者を含め，所内研究者を下線で示した。 

 

茨城県内ラーメン店で発生したウェルシュ菌による食中毒事例について，相原義之，第29

回地方衛生研究所全国協議会関東甲信静支部細菌研究部会（甲府市） 

 

茨城県内で発生した黄色ブドウ球菌による食中毒事例について，中本有美，第44回茨城県

食品衛生業務業績発表会（水戸市） 

 

茨城県内で検出されたH275Y/I223K二重耐性変異A(H1N1)pdm09ウイルスについて，土井育子，

第31回関東甲信静支部ウイルス研究部会（千葉市） 

 

茨城県内のムンプスウイルス検出状況 （2015年度～2016年７月)，黒澤美穂，第31回関東

甲信静支部ウイルス研究部会（千葉市） 

 

茨城県で過去4シーズンに検出されたノロウイルス遺伝子型GⅡ.17の分子疫学，梅澤昌弘，

第31回関東甲信静支部ウイルス研究部会（千葉市） 

 

茨城県内の高齢者施設で発生したﾊﾟﾗｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽ３型による集団感染事例の疫学解析，土

井育子，永田紀子，木村博一，第65回日本感染症学会東日本地方会学術集会（新潟市） 

 

茨城県で過去４シーズンに検出されたノロウイルス遺伝子型GⅡ.17の分子疫学，梅澤昌弘，

第27回茨城県薬剤師学術大会（つくば市） 

 

茨城県における水道水及び加工食品等の放射性物質試験検査結果について，立原幹子，第

27回茨城県薬剤師学術大会（つくば市） 
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３．他誌掲載論文等 

代表執筆者を含め，所内研究者を下線で示した。 

 

題 名：茨城県で過去４シーズンに検出されたノロウイルス遺伝子型GⅡ.17の分子疫学 

著者名：梅澤昌弘，黒澤美穂，後藤慶子，土井育子，本谷匠，永田紀子，小林雅枝，木村

博一，片山和彦 

雑誌名：病原微生物検出情報  Vol.37.No.９(No.439) 

 

題 名：国内で流行するムンプスウイルスの分子疫学的解析 

著者名：木所稔，村野けい子，加藤大志，久保田耐，竹田誠，成相絵里，児玉洋江，久場

由真仁，中田恵子，後藤慶子，小森はるみ，小倉惇，吉岡健太，清田直子，戸田

昌一，國吉香織，村田達海，坂田和歌子，広川智香，田村務，渡部香，横井一，

坂本美砂子，柴原乃奈，浅沼理子，佐野貴子，安藤克幸，山本美和子，杉木佑輔，

皆川洋子，伊藤雅，安井善宏，柴田ちひろ，斎藤博之， 渡辺ユウ，浜端宏英，名

木田章，石橋孝勇，庵原俊昭 

雑誌名：病原微生物検出情報  Vol.37.No.10(No.440) 

 

題 名：2016/17 シーズン初めのインフルエンザの動向―茨城県 

著者名：土井育子，黒澤美穂，梅澤昌弘，後藤慶子，本谷匠，永田紀子，小林雅枝，松本

綾香，宮崎彩子，塚野孝，緒方剛，児玉麻里，黒江悦子，本多めぐみ，益子真衣，

大森葉子，石田久美子 

雑誌名：病原微生物検出情報  Vol.37.No.11(No.441) 

 

題 名：茨城県と川崎市における2016/17 シーズンに検出されたヒトノロウイルスG

Ⅱ.P16-GⅡ.2の分子疫学 

著者名：松島勇紀，石川真理子，清水智美，駒根綾子，清水英明，松尾千秋，岡部信彦，

本谷匠 ，永田紀子，水越文徳，鈴木尚子，舩渡川圭次，調恒明，四宮博人，片山

和彦，長澤耕男，木村博一 

雑誌名：病原微生物検出情報  Vol.38.No.１(No.443) 

 

題 名：Molecular evolution of the capsid gene in human norovirus genogroup Ⅱ.  

著者名：Miho Kobayashi, Yuki Matsushima, Takumi Motoya, Naomi Sakon, Naoki Shigemoto, 
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Reiko Okamoto-Nakagawa, Koichi Nishimura, Yasutaka Yamashita, Makoto Kuroda, 

Nobuhiro Saruki, Akihide Ryo, Takeshi Saraya, Yukio Morita, Komei Shirabe, 

Mariko Ishikawa, Tomoko Takahashi, Hiroto Shinomiya, Nobuhiko Okabe, Koo 

Nagasawa, Yoshiyuki Suzuki, Kazuhiko Katayama, Hirokazu Kimura 

雑誌名：Scientific Reports.2016;6:29400 

  

題   名： Influenza A(H1N1)pdm09 virus exhibiting enhanced cross-resistance to 

oseltamivir and peramivir due to a dual H275Y/G147R substitution, Japan, 

March 2016.  

著者名： E Takashita, S Fujisaki, M Shirakura , K Nakamura, N Kishida, T Kuwahara, 

Y Shimazu, T Shimomura, S Watanabe, T Odagiri, The Influenza Virus 

Surveillance Group of Japan (Ikuko Doi) 

雑誌名：Eurosurveillance.2016;21 (24) :30258 

 

題 名：Characterization of an A(H1N1)pdm09 Virus Imported from India in March 2015.  

著者名：Emi Takashita, Seiichiro Fujisaki, Masayuki Shirakura, Kazuya Nakamura, 

Noriko Kishida, Tomoko Kuwahara, Suguru Ohmiya, Ko Sato, Hiroko Ito, Fumiko 

Chiba, Hidekazu Nishimura, Shizuo Shindo, Shinji Watanabe, Takato Odagiri, 

The Influenza Virus Surveillance Group of Japan(Ikuko Doi) 

雑誌名：Japanese Journal of Infectious Diseases.2106;69:83-86 
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